


　棟方志功の代表作であり、二菩薩
と、釈迦10人の高弟の姿を彫った
『釈迦十大弟子二菩薩』。全12点か
らなるこの作品を6回に分けてご紹
介しています。5回目となる今回は、
1Fエレベーター横にある「目犍連」
と「摩訶迦葉」です。棟方の真骨頂で
ある白と黒の絶対的対比からなる力
強い版画を、ぜひ一度ご覧ください。
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患者さんの情報を
迅速に医師に伝えることができます。

すぐそばにある絵画

院内美術館15

『釈迦十大弟子二菩薩（目犍連、摩訶迦葉）』
棟方志功 作 

目犍連 摩訶迦葉

“世界のムナカタ”と
ならしめた全12点の大作

次号は棟方志功
『釈迦十大弟子二菩薩（全十二点）』より
「普賢菩薩、文殊菩薩」をご紹介いたします。

健康講座 参加自由
入場無料

■会場　大洲中央病院 2階  第一研修室

【開講予定】

■時間　午後2：00～3：00

※都合により内容が一部変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。
※場所を変更する場合があります。

◎5月26日㈭
　「メタボ（メタボリックシンドローム）」といわれたら ……内科医師

　すっきりボディ塾（食事編）…………………………………………栄養士

◎6月23日㈭
　マダニ対策、今できること…………………………………………外科医師
　腰痛予防 ……………………………………………………リハビリテーション科

レントゲンの追加オーダーにも迅速に
対応できるようになりました

　追加指示が出ても入力で対応できるようになっ
たため、患者さんに再度足を運んでもらう回数が
減りました。撮影が終了したら撮影結果がリンク
し、診察室で分かるようになっており、患者さん
に画像を見てもらいながら、説明を行うことがで
きます。

薬剤情報を一元化することで、
医師が薬の種類や量の適正について
判断しやすくなっています

　新しい電子カルテシステムでは、患者さんの情
報を早く知ることが出来るようになり、肝臓や腎
臓の状態により、お薬の種類や量が適切であるか
の判断がしやすくなり、服薬指導もスムーズに行え
るようになりました。また、多職種で共有すべきと

判断した情報を電子カルテに記載することで、各
部門との連携がスムーズとなり、患者さんのサポー
トに役立っています。

　このように、電子カルテの最大メリットは医療
チームの情報共有にありますが、診療上の問題
点も多く指摘されています。患者さんときちんと向
き合って診察することは、診療上忘れてはならな
いことですが、どうしてもパソコン画面に向かって
しまいがちになります。現在病棟でも、看護師が
病室でパソコンを使用し記録いたしますので、同
様のことが起こる可能性があります。医療の現場
でも、多くのことが電子化されて便利になってきて
いますが、医療は観察に始まり観察に終わると言
われるように、常に患者さんと対面し、五感を使っ
て診療・ケアに当たることが重要です。便利になっ
た電子カルテシステムを活用しつつ「思いやり」
と「優しさ」のある良質で安全な医療の提供を
目指して職員一同努力して参ります。

患者さんのカルテがサッと表示されるので、準備
に時間がかからなくなり、各診療科へ速く届くよ
うになりました。現在、患者さんには受診票を持っ
て動いていただくという“ひと手間”をお願いして
いますが、「今までは本当に受付されたのか、会
計にカルテが届いているのか不安だったが、自分
で持って行くので安心だ」というご意見も頂戴す

るなど、大きなトラブルもなく導入することができま
した。また、お見舞いの方のご案内においても、
入院患者さんの情報が端末で確認できるため、
スムーズに行えるようになりました。

外来では、情報の一元化により、
検査結果をできるだけ
その日のうちにお返しします

　今回の電子カルテは、医師が指示を入力する
と直接検査科、放射線科に届くので、複数の端
末から情報が確認でき、進行状況により微調整
が可能となりました。検査結果の参照も迅速で、
採血の結果も検体提出後３０分以内には外来で
確認でき、また、CT検査などは撮影が終了し、

診察室に来られた時点で、モニターで画像を見る
ことができますので、その日のうちに結果を聞いて
帰る事ができます。ただ、医師がパソコンと向か
い合っている時間が長くなり、患者さんに向き合
う時間が少なくなる傾向にあるので、現在一部の
診察室に医療事務を補佐する人を配置し対応して
います。将来は全ての診察室に配置したいと考え
ています。待ち時間については、徐々に減少傾向
にありますが、救急日など曜日によっては、待ち
時間が長くなっており、ご迷惑をお掛けしています。
療養指導の充実を図るなどの待ち時間の有効活
用と、少しでも時間短縮ができるように努めて参
ります。

ベッドサイドで端末を使用することで
医療者間の情報共有が早くなりました

　パソコンを病室で使用することで、患者さんの
情報をすぐに入力することができ、情報を早く医
師に伝えることが可能となり、また、患者さんのご
質問にも対応しやすくなりました。症状や検査・
治療内容、処置が１ページに反映され、全体像
が分かりやすくなり、医師の指示もその場で受け

ることができるので、処置も早く行うことができま
す。注射を行う際には、リストバンドのバーコード
を読み取ることで、患者さんの確認ができ、更に
安全性が高まりました。

医師の指示が入力と共に
閲覧できるため、食事の準備に
早く取りかかれます

　医師が入力した食事指示が直接栄養科に届く
ので、準備に早く取りかかれると共に、指示の漏
れが無くなりました。また、情報の一元化により、
患者さんのアレルギーや病状が速やかに把握でき

【記録もベッドサイドで】

■材料 （5人分）
○桜の花の塩漬け（市販）.............................. 10枚
○粉ゼラチン ..........................................1袋（5ｇ）
○水..............................................................大3
○上白糖........................................................大4
○水............................................１と2分の1カップ

春のおもてなしデザート桜のゼリー

お花見し
ながら

桜のゼリ
ーを

食べてみ
るのも

一興です
ね。

桜の塩
漬けの

塩抜きを
忘れな

いように！

大洲中央病院栄養科

からだに効く

│レシピ│

■作り方
①桜の塩漬けは水につけて20～30分塩抜きをする。
　塩抜きを終えたら、ペーパーなどで水気を切り、軸を
切っておく。

②分量の水にゼラチンを入れてふやかしておく。
③鍋に水と砂糖を入れて火にかけ、砂糖が溶けたら火を
止め、濡れ布巾の上に鍋を置く。

④③にふやかしたゼラチンを入れ溶かし、ボウルに移す。
粗熱がとれたら桜の花を入れる。

⑤④を氷水にあてながら冷まし、とろみがついてきたら
器によそい、冷蔵庫で冷やし固める。

⑥ゼリーが固まったら出来上がり★

るようになると共に、栄養評価が容易になり、栄
養計画の作成に活用しています。食事摂取量もパ
ソコンで確認できるため、看護師と連携し、摂取
量の増加や栄養状態の改善に努めています。栄
養指導の予約状況も容易に把握できるため、ス
ムーズな予約に繋がっています。

オーダリングシステム導入に伴い、
検査の準備に早く取りかかれるように
なりました

　今回の電子カルテシステムでは、すべての検査
の依頼状況が事前に分かるようになり、前もって
検査の準備が行なえることで、より早く検査依頼
に対応することが出来るようになりました。検査項
目に応じた採血管や必要な採血量をシステムで管
理できるようになったため、過不足のない採血量
管理が行えるようになり、結果も早くお返しできる
ようになりました。

再診予約の受付が簡単に

リストバンドでお名前を確認

個別での食事指導

画像を見ながら治療方針を検討
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